
【GIGA×指導の工夫・改善】 GIGA端末を活用した指導の実際

リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】 石垣市立登野城小学校（沖縄）【指定校】
様式Ⅱ-B1

＜指導の工夫・改善＞
端末を活用した指導の工夫・改善について、先生方が活用事例を共有するなど、実践例が増えていった。
児童は、情報を集めたり、共有したり、自分の考えを伝えたりすることが増えてきた。

Ⅰ．Class roomを活用した指導の工夫・改善
〇学習の見通しを持たせる。
〇スライドを使って、学習の足跡や問題解決の手立てを示す。
〇スプレッドシートを使って、学習のめあてやふり返りの共有。
〇Googleチャットを使って自分の考えの共有。

Ⅱ．教師のファシリテーション
〇見通しを持たせ、自分たちで課題解決。
〇学び方について自己選択・自己決定の場の設定。
〇問題解決の時間には、個別指導を多く行う。
〇児童と情報の共有。
〇児童をつなぐ。（考え方が同じ・違うなど）

学校の取り組み

机間指導
問題解決を児童が主体的に
なって進めるため、教師の
個別指導の時間が増え、多
くの児童を見取ることがで
き、児童と児童をつなぎ、
思考を広げたり、深めたり
する場面が増えてきた。

見通しを持たせる
本時の流れや問題解決の資
料を提示するなど、GIGA端
末を活用することで教師の
話す時間が減り、児童の活
動時間の確保につながった。


